
Ⅰ はじめに

カザリイソギンチャク科のイソギンチャクは体壁に刺

胞球と呼ばれる袋状突起を持つのが特徴で，刺症を受け

た場合，症状が重篤化することで知られている1)．これ

まで，沖縄県ではウンバチイソギンチャクPhyllodiscus

semoniの分布が確認され，毎年数例程度の刺症事故が確

認されており2～4)，さらに，重症化のため治療に長期を

要する事例も報告されている5～7)．

今回，ウンバチイソギンチャクの変異個体と考えられ

ていたイソギンチャクがフサウンバチイソギンチャク

Actineria villosaとして同定されたのでその経緯について

報告する．また，刺胞球の刺胞中に含まれる毒液の溶血

活性及びマウス致死活性についてウンバチイソギンチャ

クと比較したので合わせて報告する．

Ⅱ　方法

１．記録

1999年11月19日，糸満市大度海岸のイノー（礁池）で

ウンバチイソギンチャクに類似したイソギンチャクを確

認したため，写真撮影を行った．

2000年11月4日に採取した個体を液浸標本にし，水中

写真と共に同定のため串本海中公園センターへ送付し

た．

２．毒性試験

ウンバチイソギンチャクP. semoni及びフサウンバチイ

ソギンチャクA. villosaは糸満市大度海岸で採集後，生き

たまま実験室に持ち帰り毒性試験に供するまで水槽内で

維持した．

刺胞は実際に刺症をもたらす刺胞球（袋状突起）のみ

を対象とし，精製はHessinger & Lenhoff (1973)による

Yanagita (1959)の処理法の変法とBloom et al (1992) の方

法を参考に行った8～11）．まず，刺胞球をピンセットで体

表面から切除し，1Mクエン酸ナトリウム水溶液（以下

クエン酸液とする）に浮遊させた．数回クエン酸液で洗

い，刺胞球にまとわりついているヌメリと他の組織片を

取り除いた後，5℃で1週間程度自己消化させた．自己消

化が進んだところでクエン酸液を捨て，ミキサーで激し

く攪拌し，刺胞球から刺胞を分離した．乳白色の液を目

の細かいふるい（0.5mm）でろ過し，刺胞を他の組織片

等から分離した．刺胞は数回クエン酸で洗滌した．粗毒

の抽出は精製した刺胞を遠心分離後，PBS (phosphate

buffered saline)に浮遊させて行った．

タンパク濃度はBCA法で測定し，標準タンパクとして

BSAを使用して算出した．

溶血活性試験は希釈した粗毒100μlに1％ウサギ赤血

球（PBS）400μlを加え攪拌した後，37℃に静置した．2

時間後，遠心分離（2,000g，10分）し，上清の吸光度

（550nm）でヘモグロビン濃度を測定した．なお，ウサ
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ギ赤血球の最終濃度は0.8%とした．

致死活性試験はPBSで希釈した粗毒100μlをddy系マウ

ス（4週齢，20g）に尾静脈投与し，48時間後の生死を確

認した．半数致死量（LD50）は Reed & Munch法により

算出した．

Ⅲ　結果及び考察

１．形態及び同定

ウンバチイソギンチャクが藻が生えた岩のように見え

るのに対し，変異個体と思われていた種は全体が乳白色

で比較的長い突起を体表に有し，一見ソフトコーラルの

ように見える（図１，２）．串本海中公園にて標本及び

写真を観察した結果，内田らが2000年3月に糸満市大度

海岸で採取したイソギンチャクと同一種で，ウンバチイ

ソギンチャクとは別種であることが判明した12)．内田に

よると「太い突起は個体上面一帯を覆い，口盤をほとん

ど認めることが出来ず，その太い突起は小さな小球状の

突起と毛状の突起に覆われる．肉眼で見る限り太い突起

上の小球状突起は白色でよく目立つが，毛状突起は全体

に水かびが生えたように見える」13)と特徴付け，ウンバ

チイソギンチャクと同じカザリイソギンチャク科

（Aliciidae）に属するActineria villosa (Quey et Gaimard,

1833)と同定された12～13）． また，本種の和名は内田によ

りフサウンバチイソギンチャクと命名された14)．本種は

アストロラーブ号探検によってトンガ島で発見され12)，

以来約170年間，記録がなかったイソギンチャクである．

現在，フサウンバチイソギンチャクは糸満市大度海岸の

イノーでのみ分布が確認されているが，他の海域にも生

息する可能性があると思われる．

２．毒性

ウンバチイソギンチャク及びフサウンバチイソギンチ

ャクの刺胞に含まれる粗毒のSDS-PAGEを図３に示し

た．両種の粗毒のバンドパターンはほぼ一致したことか

ら，同様なタンパク成分を保有することが推察された．

0.8％ウサギ赤血球に対する溶血活性は両者ともED50

0.3μg/mlでほぼ同様な活性を示した．

マウス致死活性もほぼ同程度でLD
50

0.2μg/20gマウ

ス，すなわち0.01 mg/kgの活性を示した．

フサウンバチイソギンチャクの刺胞毒とウンバチイソ

ギンチャクの刺胞毒（粗毒）はSDS-PAGE上のバンドの

パターンがほぼ一致し，溶血活性及びマウスに対する致

死活性が同程度である．そのため，刺された場合，ウン

バチイソギンチャクと同様，重症化する恐れがあると思

われる．
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図１ ウンバチイソギンチャク Phyllodiscus semoni.

図２ フサウンバチイソギンチャク Actineria villosa.

図３　刺胞（刺胞球）の粗毒液の SDS-PAGE. レーン
１：ウンバチイソギンチャク, レーン２：フサウ
ンバチイソギンチャク.



Ⅳ まとめ

１．ウンバチイソギンチャクの近縁種，フサウンバチイ

ソギンチャクの分布を本邦で初めて糸満市の海岸で

確認した．

２．フサウンバチイソギンチャク刺胞毒（粗毒）の

SDS-PAGEのバンドパターンはウンバチイソギンチ

ャクとほぼ同様であった．

３．フサウンバチイソギンチャク刺胞毒（粗毒）の溶血

活性（0.8％ウサギ赤血球）はED
50

0.3μg/ml，致死

活性（ddy系マウス，尾静脈投与）はLD50 0.01mg/kg

で，ウンバチイソギンチャクと同程度であった．
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